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■  技術概要

：傾聴対話持続システム

傾聴活動を用いた介護システム

軽度認知症患者、高齢者、言語障害者などに対する
介護

コミュニケーション障害のある例えば軽度認知症患者同士での対話において
しばしば起こる集中力欠如による対話の中断を回避して、対話を持続させる、
傾聴対話持続システムを提供する。

本発明によれば、コミュニケーション障害のある例えば軽度認知症患者の状
態に応じてロボットが対話を持続させるように動作するので、コミュニケーショ
ン障害のある軽度認知症患者等同士の対話を持続させることができる。従っ
て、健常者による軽度認知症患者等に対する介護作業の軽減化が図れる。

遠隔地にいるユーザ（コミュニケーション障害のある例えば軽度認知症患
者）A、BがTV会話システムを介して会話状態にあるときに、モニターカメラ並
びに各ユーザの手元に置かれたロボット１０の腹部に設けられたカメラの映
像からユーザの傾聴状態を判定し、ユーザがパッシブな状態にあると判定し
たときは、ロボットを動作させてユーザの注意を惹き付けてアクティブな状態
に戻してユーザ同士の対話を持続させる。


